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(トップページ：http://mylibrary.maeda1.jp/ )  

(五大石油会社の業績比較：http://mylibrary.maeda1.jp/SuperMajors.html ）  

(ブログ「石油と中東」：https://blog.goo.ne.jp/maedatakayuki_1943) 

マイライブラリー：０４７５ 

 

(注)本稿は 2019 年 8 月 5 日から 13 日まで 6 回に分けて「ブログ・石油と中東」に掲載したレポート

をまとめたものです。 

2019.8.15 

前田 高行 

五大国際石油企業２０１９年４－６月期決算速報 

 

 スーパーメジャーと呼ばれる五大国際石油企業(ExxonMobil、Shell、BP、Total 及び Chevron)の４

－６月期決算が相次いで発表された。ここでは売上高、利益（総合、上流部門、下流部門）、売上高

利益率、設備投資および石油・天然ガス合計生産量について各社の業績を横並びで比較するとと

もに各社の四半期決算の推移を検証する。 

 

 決算の詳細は以下の各社のホームページを参照されたい。 

ExxonMobil： 

https://news.exxonmobil.com/press-release/exxonmobil-earns-31-billion-second-quarter-2019 

Shell： 

https://www.shell.com/media/news-and-media-releases/2019/second-quarter-2019-results-ann

ouncement.html 

BP： 

https://www.bp.com/en/global/corporate/news-and-insights/press-releases/second-quarter-20

19-results.html 

Total： 

https://www.total.com/en/media/news/press-releases/second-quarter-and-first-half-2019-resu

lts 

Chevron： 

https://www.chevron.com/stories/chevron-reports-second-quarter-net-income-of-4-3-billion 

 

 なお過去の四半期業績及び２０１０年から２０１８年までの通年の業績比較は下記レポートを参照

されたい。 

http://mylibrary.maeda1.jp/SuperMajors.html 

 

１． 五社の４－６月期業績比較(末尾表 1-D-4-22 参照) 

五社を横並びで比較すると売上高及び天然ガス生産量では Shell がトップである。一方、設備投
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資、原油生産量および原油と天然ガスを合計した生産量の各部門では ExxonMobil が、また総合利

益、上流部門利益及び売上高利益率はChevronが、下流部門利益はBPがそれぞれトップである。

売上高は五社すべてが前年同期を下回っており、総合利益では Chevronのみ前年同期を上回った

ものの、他の四社は２０～５０％の減益となっている。原油生産量では ExxonMobil がずば抜けて大

きく、一方天然ガス生産量ではShellだけが１００億立方フィート/日を突破しており他の４社を引き離

している。 

 

(トップを独走する Shell、前年同期比では５社全てが減収！) 

（１） 売上高(末尾表 1-D-4-22参照) 

２０１９年４－６月の売上高は

五社すべてが前年同期比で減収

となった。各社の原油・天然ガス

生産量は前年同期に比べいずれ

も増加しており（本稿下記参照）、

代表指標原油 Brent の今期の平

均価格は昨年同期と大きく変わ

っていない。このことから減収の

要因は上流部門ではなく下流部

門にあると考えられる。 

 

各社の売上高はShellが９１８億ドルと最も多く、次いでBPが７２７億ドル、ExxonMobil６９１億ドル、

Total５１２億ドルである。Chevron は５社の中で売上高が最も少ない３８９億ドルであり、トップの

Shell の４割強にとどまっている。また各社の対前年同期の増減益幅は、Shell ５．１％減、BP ３．

７％減、ExxonMobil ６％減、Total ２．５％減、Chevron ８％減であった。 

 

（２） 総合利益 

総合損益では５社全てが利

益を計上している。しかし前年

同期と比べると増益は Chevron

一社だけであり、他の４社は減

益となっている。利益額が５社

の中で最も大きいのはChevron

の４３億ドルであり前年同期比

２６％増である。Chevron に次

い で 利 益 が 多 い の は

ExxonMobil の３１億ドルである

が、前年同期比では２１％の減益である。Shellは ExxonMobilとほぼ同額の３０億ドルの利益を計上

しているが、前年同期の２分の１にとどまっており、５社の中では利益の減少幅が最も大きい。Total

の利益は２８億ドル(前年同期比２６％減)であり、BP は五社の中で最も少ない１８億ドル(前年同期
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比３５％減)にとどまった。 

 

（３）上流部門と下流部門の利益 

利益を上流部門(石油・天然ガス

の開発生産分野)と下流部門(石油

精製および製品販売分野)に分けて

比較すると、まず上流部門では

Chevron(３５億ドル)、BP(３４億ドル)

及び ExxonMobil（３３億ドル）の３社

が３０億ドル台の利益を計上して並

んでいる。Total 及び Shell はそれぞ

れ２０億ドル及び１６億ドルである。

前年同期と比較すると Shellは４２％

の大幅増であったが、Chevron 及び

ExxonMobilは６～７％の増加にとどまっている。これに対して BP は３％の微減、Totalは２５％の大

幅減少である。 

 

下流部門は各社とも上流部門に

比べ利益水準が低く、トップの BPで

も１４億ドルである。これは上流部門

で利益が最も少ない Shallの１６億ド

ルを下回っている。BP に次ぐのが

Shell の１１億ドルであり、二桁台に

利益を計上したのは２社だけである。

この２社に続いて Chevron 及び

Total が７億ドル台の利益を計上、

最も少ない ExxonMobilの利益は４．

５億ドルであった。前年同期と比較

するといずれも減益であり減益幅はExxonMobilが３８％減、その他４社の減益幅は６～１３％であっ

た。 

 

歴史的に見ると五大国際石油企業は２０１４年に原油価格が１００ドルを超えるまで上流部門の

利益が下流部門を上回る時代が長く続き、その後一転して原油価格が暴落した２０１５～１７年は下

流部門の利益が上流部門を上回った。そして原油価格が高値安定している現在は再び上流部門

の利益が下流部門より多くなっている。 

 

なお上記（２）総合損益は各社によって石油化学品部門あるいはその他の損益を含むため上・下

流部門の利益の合計額とは一致しないケースがある。 

 

0

10

20

30

40

国際石油企業の上流部門利益(億ドル)

今期（2019.4-6月) 前年同期(2018.4-6月)

0

5

10

15

20

国際石油企業の下流部門利益 (億ドル)

今期（2019.4-6月) 前年同期(2018.4-6月)



 4 / 12 

 

（３） 売上高利益率  

売上高利益率は Chevron が

１１．１％と最も高く、Total ５．

４％、 ExxonMobil  ４ ． ５％、

Shell ３．３％と続いており、利

益率が最も低いのは BP の２．

５％である。前年同期に比べる

と、Chevron を除く４社の利益率

は低下している。 

 

 

（５）設備投資 

２０１９年４－６月期の設備投

資額が最も多いのは ExxonMobil

の８１億ドル、これに次いで

Chevron ５３億ドル、Shell ５２億

ドルが並んでいる。BP及びTotal

の設備投資額はそれぞれ３８億

ドル及び３４億ドルであり、

ExxonMobil の半分以下である。

前年同期と比較すると Totalが３

７ ％ と 増加率が最 も高 く 、

ExxonMobil は２割増、BP 及び

Chevron は１割増である。Shellはわずかではあるが前年同期を下回っている。 

 

（５）原油・ガス生産量(末尾表 1-D-4-22 参照) 

 今年４－６月の原油生産量はＥ

ｘｘｏｎＭｏｂｉｌが平均日産量２３９

万バレル(以下 B/D)で５社の中

では最も多い。その他の４社は

いずれも２００万 B/D 未満で

Chevron(１８６万 B/D)、Shell(１８

４万 B/D)、Total１６２万B/Dであ

る。BP の原油生産量は５社の中

で最も少ない１３０万 B/D で

ExxonMobil の５割強にとどまって

いる。ExxonMobil は世界各地で

万遍なく原油生産をおこなっており他社を圧倒している。前年同期と比較すると５社はいずれも増加

している。 
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 天然ガスの生産量は Shell１社のみ日産１００億立方フィート(以下 cfd)を超えている。第２位の

ExxonMobil は９１億ｃｆｄであり、残る３社は BP が７７億 cfd、Total ７４億 cfd、Chevron ７３億ｃｆｄで

あった。前年同期に比べると Totalが２０％と大幅に増加しており、天然ガス鉱区の開発或は買収を

積極的に行った結果とみられる。 

 

 天然ガスを石油に換算した原油・天然ガスの合計生産量では ExxonMobilは３９１万 B/Dでこれに

次ぐのが Shellの３５８万B/Dである。その他の３社はChevronが３０８万B/D、Total ２９６万B/D、

BP２６３万 B/D である。石油と天然ガスの比率を見ると、ExxonMobil は石油６１％、天然ガス３９％

であり５社の中では石油の比率が最も高い。その他の各社の石油と天然ガスの比率は Chevron が

石油６０％：天然ガス４０％、Totalは石油５５％：天然ガス４５％である。Shell及び BPは石油と天然

ガスの比率がほぼ同じである。 

 

２．２０１８年第１四半期以降の四半期別業績の推移 

五社の売上高、利益（全体、上流部門および下流部門）、設備投資、原油・天然ガス生産量に関

する２０１８年４－６月期以降今期までの四半期ごとの業績推移は以下の通りである。 

 

（１） 売上高の推移 

 ２０１８年第２四

半期から２０１９年

第２四半期に至る

四半期ベースの

売上高の推移は、

この間の原油価

格の変動と密接

に関連している。

Brent原油の価格

は２０１８年第２四

半期の平均で１

バレル７４．３９ド

ルであった。続く

第３四半期は７５．１６ドルとわずかながら上昇したが、第４四半期には６８．８１ドルに急落、今年第

１四半期も６３．１３ドルに下落、下落幅は２期連続して８％以上を記録した。今年第２四半期の価格

は昨年第４四半期まで戻っている。 

 

 ExxonMobil、BP及び Chevronの売上高は上記の価格変動をそのまま反映しており、Shellの売上

高もほぼ同じ傾向を示している。Total だけは過去１年間を通じて売り上げに殆ど変動がなく、原油

価格に左右されない体質である。 
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各社の四半期ごとの推移を見ると売上高が最も多い Shell は９６８億ドル(’18 2nd Qtr)→１，００２

億ドル(3rd Qtr)→１，０２２億ドル（4th Qtr）→８５７億ドル(’19 1st Qtr)→９１８億ドル(2nd Qtr)であり、今

年第１四半期に落ち込んだが他の四社を大きく引き離してトップを維持している。ExxonMobil と BP

は全期を通じて殆ど差が無く、BPは７５４億ドル(’18 2nd Qtr)→７９５億ドル(3rd Qtr)→７５７億ドル（4th 

Qtr）→６６３億ドル(’19 1st Qtr)→７２７億ドル(2nd Qtr)、また ExxonMobilは７３５億ドル(’18 2nd Qtr)

→７６６億ドル(3rd Qtr)→７１９億ドル（4th Qtr）→６３６億ドル(’19 1st Qtr)→６９１億ドル(2nd Qtr)であっ

た。売上高４位の Total は５１０～５５０億ドルと年間を通じて殆ど増減がなく、売上高が最も少ない

Chevron は４２２億ドル(’18 2nd Qtr)→４４０億ドル(3rd Qtr)→４２４億ドル（4th Qtr）→３５２億ドル(’19 

1st Qtr)→３８９億ドル(2nd Qtr)であり、昨年は４００億ドル台を維持したものの、今年は３００億ドル台

に転落している。 

 

（２）利益の推移 

 過去１年間の四

半期ごとの利益

水準は各社によ

って異なるものの、

いずれも欠損は

出していない。 

 

５社の中では

Shell は６０億ドル

(’18 2nd Qtr)→５８

億ドル(3rd Qtr)→

５ ６ 億 ド ル （ 4th 

Qtr）→６０億ドル

(’19 1st Qtr)と昨年年初から今年初めまでコンスタントに６０億ドル前後の利益を計上したが、今期

は利益が３０億ドルに半減し、５社中の３位に落ちている。ExxonMobilの昨年第２四半期の利益は４

０億ドルであったが、その後６２億ドル(3rd Qtr)→６０億ドル（4th Qtr）の利益を計上した。しかし今年

に入り利益は２４億ドル(’19 1st Qtr)→３１億ドル(2nd Qtr)に低迷、アップダウンの激しい１年であっ

た。 

 

BP と Total は年間を通じて同じような利益変動の曲線を描き、昨年第２、３四半期は３０億ドル前

後の利益を計上した後、第４四半期には１０億ドル前後に急落、今年に入って持ち直している。

Chevron は３４億ドル(’18 2nd Qtr)→４０億ドル(3rd Qtr)→３７億ドル（4th Qtr）→２６億ドル(’19 1st Qtr)

→４３億ドル(2nd Qtr)と５社の中では比較的安定している。 

 

（３）売上高利益率の推移 

 １年前の昨年第２四半期の五社の利益率は Chevronが８．１％と最も高く、次いで Total ７．１％、

Shell ６．２％、ExxonMobil ５．４％と続き、BPは最も低い３．７％にとどまっている。Chevronの利益
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率はその後も９．２％(’18 3rd Qtr)→８．８％（4th Qtr）→７．５％(’19 1st Qtr) →１１．１％(2nd Qtr)と高

い水準を維持して常に５社のトップであり続け、特に今期は他社を大きく引き離す二桁の利益率を

示している。 

 

 一方５社の中で利益率が最も低いのは BP であり、第３四半期以降も４．２％(’18 3rd Qtr)→１．

０％（4th Qtr）→４．４％(’19 1st Qtr) →２．５％(2nd Qtr)にとどまり、今年第１四半期こそ ExxonMobil

をわずかながら上回ったものの、その他の四半期の利益率は５社の中で最も低い。 

 

(上流に弱く下流に強い Shell！) 

（４）部門別利益の推移 

（４－１）上流部門 

 前年の２０１８年

第２四半期の各

社の上流部門の

利益が最も多か

ったのは BP の３

５億ドルであり、

Chevron の３３億

ドル、 ExxonMobil

の３０億ドルがこ

れに続いている。、

Total の利益額は

２７ドルで５社の

中で上流部門の

利益が最も少なかったのは Shellの１１億ドルであった。 

 

続く第３半期はExxonMobilの利益が４２億ドルに急増し５社のトップとなった。最下位のShellも改

善して２３億ドルの利益を達成した。しかし第４四半期２０１９年第１四半期は各社とも連続して減益
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となり、Chevron、BP及び ExxonMobilが３０億ドル前後で並び、Total及び Shellの利益は１７億ドル

にとどまった。今期（第２四半期）の各社の利益水準はわずかながら改善しているが Shellのみは利

益が低下している。 

 

 ５四半期を通じて各社の上流部門の利益を比較すると、Shell が５社の中で最も利益水準が低く、

同社の上流部門は他の４社に比べて見劣りがする。上流部門では ExxonMobil、BP、Chevron の３

社がトップ争いを演じながら上位グループを形成し、Shell 及び Total が下位グループとなる状況が

続いている。 

 

（４－２）下流部門 

 下流部門は２０

１８年第２四半期

から第４四半期ま

では全社が利益

を計上していた。

昨年第２四半期

はBPが１５億ドル、

Shell が１２億ドル

の利益を計上、

ExxonMobil、Total

及び Chevronの３

社は７～８億ドル

の利益水準であ

った。続く第３及び第４四半期は Shell及び ExxonMobilの利益が急騰 Chevron及び Totalは低迷し

た。しかし今年第１四半期には Shell及び ExxonMobilの利益は急減、ExxonMobilは５社の中で唯一

３億ドルの欠損となった。今期は各社の明暗が分かれ前期に比較的高い利益を計上した BP 及び

Shell が減益になった一方、ExxonMobil 及び Chevron は増益となったため、５社の利益はほぼ一年

前の水準に戻っている。 

 

 過去１年間を通じて下流部門の利益変動が最も大きかったのは ExxonMobil であり、２０１８年第２

四半期の７．２億ドルから１６．４億ドル(’18 3rd Qtr)→２７億ドル(’18 4th Qtr)→▲２．６億ドル(’19 

1st Qtr)→４．５億ドル(2nd Qtr)と振幅が激しい。 

 

（５）設備投資の推移  

 ５社の四半期ベースの設備投資額は ExxonMobil、Shell及びChevronが毎期ほぼ安定した投資を

行っている。各期の ExxonMobilの投資額は６６億ドル(’18 2nd Qtr)→６６億ドル(’18 3rd Qtr)→７８億

ドル(’18 4th Qtr)→６９億ドル(’19 1st Qtr) →８１億ドル(2nd Qtr)であり、全期を通じて常に５社で最

大の投資を続けている。 
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同社に次ぐ投

資を行っているの

は Shellであり、そ

の金額は５３億ド

ル(’18 2nd Qtr)→

５８億ドル(’18 3rd 

Qtr)→７１億ドル

(’18 4th Qtr)→５

１億ドル (’19 1st 

Qtr) →５２億ドル

(2nd Qtr)と推移し

ている。Chevron

の場合は毎期５０

億ドル前後でほぼ安定している。 

 

 Total の設備投資額は昨年第３四半期を除き５社中では最も少なく、２５億ドル(’18 2nd Qtr)→６２

億ドル(’18 3rd Qtr)→２７億ドル(’18 4th Qtr)→３１億ドル(’19 1st Qtr) →３４億ドル(2nd Qtr)である。 

 

（６）原油・天然ガス生産量の推移 

（６－１）原油生産量 

 過去１年間の四

半期ごとの原油

生産量の推移を

見ると ExxonMobil

が他社を引き離し

て５期連続でトッ

プを守っている。

ExxonMobil の生

産量は５社の中

でただ１社２００万

B/D 台を維持して

おり、今年第２四

半期の生産量は

２３９万 B/Dであった。ExxonMobilに次ぐ二番手グループは ShellとChevronであり、両社の生産量

は１８０万 B/D台でほとんど同じである。Totalは２０１８年第２四半期１５８万 B/Dであったが、その

後漸増し、現在は１６２万 B/D に達している。BP の 1 年前の生産量は５社の中で最も少ない１２２

万 B/D でトップ ExxonMobil の６割であったが、その後も生産量は伸び悩み、今期は１３０万 B/D に

とどまり他社との差は縮まらない。 
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（６－２）天然ガス生産量 

 天然ガスの生産

量は ExxonMobil

と Shell の上位グ

ループ２社と BP、

Total、Chevron の

下位グループ３社

の２極に分かれて

いる。Shell の過

去１年間の生産

量は９９億立方フ

ィート(’18 2nd Qtr)

→１０４億立方フィ

ート(’18 3rd Qtr)

→１１０億立方フィート(’18 4th Qtr)→１１０億立方フィート(’19 1st Qtr)→１０１億立方フィート(’19 2nd 

Qtr)である。２０１８年第４四半期ピークに達した後、今期は前年同期の水準に逆戻りしている。

ExxonMobil も Shell とほぼ同様の軌跡をたどっており、両社の差は１０億立方フィート前後で推移し

ている。他の３社は５期を通じてわずかながらも増産傾向にあるが、その差は殆ど無く、６０～７０億

立方フィート台を維持している。 

 

（６－３）原油・天然ガス合計生産量 

 天然ガスを石油

に換算した原油・

天然ガスの合計

生産量の推移を

見ると各社とも２０

１８年第２四半期

から第４四半期に

かけて増産傾向

が見られ、その後

現在は停滞して

いる。生産量が最

も多いExxonMobil

は石油換算で３６

５万 B/D (’18 2nd Qtr)→３７９万 B/D(’18 3rd Qtr)→４０１万B/D(’18 4th Qtr)→３９８万B/D(’19 1st 

Qtr)→３９１万 B/D(’19 2nd Qtr)であり、これに次ぐ Shellの場合は ExxonMobilよりも２０万 B/D前後

少ない３４４万 B/D (’18 2nd Qtr)→３６０万 B/D(’18 3rd Qtr)→３７９万 B/D(’18 4th Qtr)→３７５万

B/D(’19 1st Qtr) →３５８万 B/D(’19 2nd Qtr)で推移している。 
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Chevron の生産量は昨年第４四半期に３００万 B/D の大台を超え現在に至っており、Total も２７

２万 B/D (’18 2nd Qtr)→２８０万 B/D(’18 3rd Qtr)→２８８万B/D(’18 4th Qtr)→２９５万B/D(’19 1st 

Qtr)→２９６万 B/D(’19 2nd Qtr)と着実に生産を増やしており、３００万 B/D 達成目前である。最も少

ない BP の生産レベルは２５０～２６０万 B/D で ExxonMobil或は Shellのほぼ７割である。 

 

以上 
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1-D-4-22     (作成：前田） 

2019 年 4-6 月期国際石油企業の業績 

年   ExxonMobil Shell BP Total Chevron 

売上高(百万ドル) 

2019 年 4-6 月 69,091  91,838  72,676  51,242  38,850  

前年同期 73,501  96,765  75,439  52,540  42,236  

増減(%) -6.0% -5.1% -3.7% -2.5% -8.0% 

総合損益(百万ドル）

（＊） 

2019 年 4-6 月 3,130 2,998 1,822 2,756 4,305 

前年同期 3,950 6,024 2,799 3,721 3,409 

増減(%) -20.8% -50.2% -34.9% -25.9% 26.3% 

上流部門損益(百万ド

ル)（＊） 

2019 年 4-6 月 3,261 1,554 3,413 2,022 3,483 

前年同期 3,040 1,094 3,508 2,687 3,295 

増減(%) 7.3% 42.0% -2.7% -24.7% 5.7% 

下流部門損益(百万ド

ル)（＊） 

2019 年 4-6 月 451 1,072  1,365  715  729  

前年同期 724 1,168  1,455  821  838  

増減(%) -37.7% -8.2% -6.2% -12.9% -13.0% 

売上高利益率(%) 
2019 年 4-6 月 4.5% 3.3% 2.5% 5.4% 11.1% 

前年同期 5.4% 6.2% 3.7% 7.1% 8.1% 

設備投資(百万ドル） 

2019 年 4-6 月 8,079  5,150  3,833  3,430  5,288  

前年同期 6,627  5,275  3,484  2,513  4,816  

増減(%) 21.9% -2.4% 10.0% 36.5% 9.8% 

原油生産量(1,000B/D) 

2019 年 4-6 月 2,389  1,842  1,301  1,624  1,863  

前年同期 2,212  1,730  1,217  1,582  1,723  

増減(%) 8.0% 6.5% 6.9% 2.7% 8.1% 

ガス生産量(100 万 cfd) 

2019 年 4-6 月 9,120  10,096  7,680  7,427  7,327  

前年同期 8,613  9,930  7,242  6,176  6,616  

増減(%) 5.9% 1.7% 6.0% 20.3% 10.7% 

同石油換算(1,000B/D) 

2019 年 4-6 月 1,520  1,741  1,324  1,333  1,221  

前年同期 1,435  1,712  1,248  1,135  1,103  

増減(%) 5.9% 1.7% 6.1% 17.4% 10.7% 

原油・ガス合計生産量          

(石油換算 1,000B/D) 

2019 年 4-6 月 3,909  3,583  2,625  2,957  3,084  

前年同期 3,647  3,442  2,465  2,717  2,826  

増減(%) 7.2% 4.1% 6.5% 8.8% 9.1% 

＊総合損益には石油化学部門あるいはその他の損益を含むため、上流部門・下流部門損益の合計額とは一致しない場

合がある。 

 


